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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

キキキッッットトト取取取りりり付付付けけけののの準準準備備備
1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、
キーを抜き取る。

フフフーーードドドををを外外外すすす
1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、フー

ドを持ち上げて、下側の取り付けタブをバン
パーのスロットから外す（図 1）。

図図図 111

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げてから下に
引っ張り、上側の取り付けタブをフレームの
穴から外す（図 1）。

3. フードの上側を手前に倒し、ヘッドライトか
らワイヤコネクタを抜く（図 1）。

4. フードを外す。

クククラララッッッチチチスススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

クククラララッッッチチチブブブラララケケケッッットトトににに穴穴穴ををを開開開けけけるるる

1. クラッチペダル用のサポートブラケットの上
縁、表面、下縁および右側にあわせて穴あけ
用のテンプレートをセットする（図 2）。

図図図 222

1. サポートブラケット（上縁） 3. サポートブラケット（下縁）

2. 穴あけ用テンプレート 4. サポートブラケット（右側）

2. テンプレートの上から、直径5/16インチ
（7.9mm）の穴を2つ、サポートブラケットの
表面に開ける（図 2）。

注注注 穴あけを行う時に、必要に応じてクラッチ
ペダルを押し込んでください。

3. テンプレートを外して捨てる。

クククラララッッッチチチスススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. スイッチブラケットを2ピンスイッチにセット
する：スイッチのピンが上向きになるように、
また、ブラケットの短いフランジがスイッチ
のボディにかぶさるようにすること（図 3）。
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図図図 333

1. ねじ 3. 2ピン・スイッチ

2. ブラケット 4. ねじ穴つきプレート

2. ブラケットの長いフランジの穴と、スイッチの
フランジヘッドボルトについている穴を通して
ブラケットをスイッチに整列させる（図 3）。

3. ねじ2本とねじ穴付きプレートを使ってスイッ
チを固定する（図 3）。

4. スイッチブラケットとスイッチとを、クラッ
チペダルのサポートブラケットの前側に合わ
せる（図 4）。

図図図 444

1. スイッチブラケット 4. サポートブラケット（クラッ
チペダル）

2. 2ピン・スイッチ 5. ボルト

3. ナット

5. スイッチブラケットの穴を、先ほどサポート
ブラケットに開けた穴にあわせる（図 4）。

6. クラッチペダル用のサポートブラケットにス
イッチブラケットを固定する；ボルト2本と
ロックナット2個を使用する（図 4）。

ブブブレレレーーーキキキスススイイイッッッチチチををを交交交換換換すすするるる

222ピピピンンン（（（ブブブレレレーーーキキキ）））スススイイイッッッチチチををを取取取りりり外外外すすす
1. 2ピン（ブレーキ）スイッチから、マシンハー

ネス用のソケットコネクタを取り外す（図
5）。

図図図 555

1. サポートブラケット（ブレー
キペダル）

3. ソケットコネクタ

2. 2ピン（ブレーキ）スイッチ 4. ポップ･リベット

2. 直径3/16インチ（4.8 mm）のドリルビットを
使って、2ピン（ブレーキ）スイッチをブレー
キペダルのサポートブラケットに固定してい
るポップ・リベット2本を外す（図 5）。

3. 2ピン（ブレーキ）スイッチとワッシャを、サ
ポートブラケットから取り外す（図 5）。

444ピピピンンン（（（ブブブレレレーーーキキキ）））スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 新しい 444ピピピンンン（（（ブブブレレレーーーキキキ）））スススイイイッッッチチチを、ブブブ
レレレーーーキキキペペペダダダルルル用用用サササポポポーーートトトブブブラララケケケッッットトトに整列さ
せる：スイッチのピンが上（ステアリングホ
イールの方）を向くようにする（図 6）。

図図図 666

1. ねじ穴つきプレート 3. サポートブラケット（ブレー
キペダル）

2. 4ピン（ブレーキ）スイッチ 4. ねじ
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2. 4ピン（ブレーキ）スイッチの穴を、サポート
ブラケットの穴に合わせる（図 6）。

3. ねじ2本とねじ穴付きプレートもう一枚を使っ
てスイッチをブラケットに固定する（図 6）。

イイインンンタタタラララプププタタタのののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを
取取取付付付けけけるるる

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを配配配設設設すすするるる

1. インタラプタのワイヤハーネスを、図 7に示す
ように車両のシャーシに合わせて配設する。

図図図 777

1. インタラプタのワイヤハー
ネス

4. 2ピン・コネクタ（ブレーキス
イッチ）

2. 2ソケット・コネクタ（遅延タ
イマー）

5. 4ソケットコネクタ（ブレーキ
スイッチ）

3. 2ピン・コネクタ（遅延タイ
マー）

6. 2ソケットコネクタ（クラッチ
スイッチ）

2. インタラプタのハーネスに付いている遅延タ
イマ用の枝線を、以下のように配設する：

A. 遅延タイマ用の枝線（2ソケット・コネク
タと2ピン・コネクタが付いているもの）
を、車体外側のステアリングコラム・ブ
ラケットの外側に沿って配設し、そこか
ら、シャーシのパイプのところにあるス
テアリングコラム・ブラケットの後ろに
回す（図 8）。

注注注 遅延タイマー本体は楕円形をしてい
ます。

図図図 888

1. 2ソケット・コネ
クタ（遅延タイ
マー）

5. シャーシのパイ
プ

9. サポートブラケッ
ト（ブレーキペダ
ル）

2. 2ピン・コネクタ
（遅延タイマー）

6. ステアリングコ
ラム・ブラケット
（車体外側）

10. ステアリングコ
ラム

3. リレー 7. 4ソケットコネク
タ（ブレーキス
イッチ）

11. 2ソケットコネク
タ（クラッチス
イッチ）

4. ステアリングコ
ラム・ブラケット
（車体内側）

8. 2ピン・コネクタ
（ブレーキスイッ
チ）

12. サポートブラケッ
ト（クラッチペダ
ル）

B. 計器パネルの前を通っている既存のマシ
ン用ワイヤハーネスに沿って枝線を配設
していく。

C. ハーネスの枝線を、車体内側のステアリ
ングコラム・ブラケットの後ろ、および、
シャーシパイプに取り付けられているリ
レー（2個）の後ろ側に通す。

3. ハーネスの枝線（クラッチスイッチ用2ソケッ
ト・コネクタ付き）を、クラッチペダル用のサ
ポートブラケットに沿って配設する（図 9）。

注注注 クラッチスイッチコネクタのボディは三
角形をしています。
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図図図 999

1. サポートブラケット（クラッ
チペダル）

4. 2ピン・コネクタ（ブレーキス
イッチ）

2. 2ソケットコネクタ（クラッチ
スイッチ）

5. 4ソケットコネクタ（ブレーキ
スイッチ）

3. サポートブラケット（ブレー
キペダル）

6. 2ソケットコネクタ（車両用
ハーネス）

4. インタラプタ用ハーネスの枝線（ブレーキス
イッチ用の4ソケット・コネクタと2ピン・コ
ネクタの付いているもの）を、ステアリング
コラムの車両内側に沿って、水平サポート
チューブのところまで配設する。

注注注 ブレーキコネクタのボディは四角形をし
ています。

ハハハーーーネネネスススををを接接接続続続すすするるる

1. 以下の要領でバッテリーの接続を解除する：

A. バッテリーカバーを握り込んで、タブを
バッテリーベースから外す（図 10）。

図図図 101010

1. バッテリーカバー

B. バッテリーベースからバッテリーを取り
外す（図 10）。

C. プラスのバッテリー端子からケーブルを
外す（図 11）。

注注注 外したケーブルの端子部分がバッテ
リー端子に触れないように十分注意して
ください。

G0220711 2 3 4
図図図 111111

1. 端子カバー 3. バッテリー端子

2. プラス（＋）端子 4. バッテリー

2. クラッチスイッチに、2ソケット・コネクタを
接続する（図 12）。
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図図図 121212

1. 2ソケットコネクタ（クラッチ
スイッチ）

4. 2ピン・コネクタ（ブレーキス
イッチ）

2. クラッチスイッチ 5. 4ソケットコネクタ（ブレーキ
スイッチ）

3. 2ソケットコネクタ（車両用
ハーネス）

6. ブレーキスイッチ

3. 以下の手順で、ブレーキ系統の電気機器の接
続を行う：

A. ブレーキスイッチに、4ソケット・コネク
タを接続する（図 12）。

B. インタラプタ用ワイヤハーネスの2ピン・
コネクタを、車両用ハーネスの2ソケッ
ト・コネクタに接続する（図 12）。

4. 以下の手順で、遅延タイマーの電気機器の接
続を行う：

A. 遅延タイマーをシャーシのチューブに固
定しているケーブルタイを切断する。

B. 遅延タイマーのコネクタから、車両用ハー
ネスの2ピン・コネクタを外す（図 13）。

注注注 機体から遅延タイマーを外す。

図図図 131313

1. 2ピン・コネクタ（車両用ハー
ネス）

3. 遅延タイマー

2. コネクタ（遅延タイマー）

C. インタラプタ用ワイヤハーネスの2ピン・
コネクタを、シャント・コネクタに接続
する（図 14）。

図図図 141414

1. 2ピン・コネクタ（車両用ハー
ネス）

3. 2ピン・コネクタ（インタラプ
タ用ワイヤハーネス）

2. 2ソケットコネクタ（インタラ
プタ用ワイヤハーネス）

4. シャント・コネクタ

D. インタラプタ用ワイヤハーネスの、シャ
ント枝線用の2ソケット・コネクタを、車
両用ワイヤハーネスの2ピン・コネクタ
（さきほどステップBで外したもの）に接
続する（図 14）。

5. 以下の要領でハーネスを固定する：
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A. 遅延タイマーのハーネスを、2つのリレー
の間にあるシャーシチューブに、ケーブ
ルタイで固定する（図 15）。

図図図 151515

1. リレー 4. シャーシチューブ

2. 遅延タイマー用ハーネス 5. インタラプタのワイヤハー
ネス

3. ケーブルタイ 6. ステアリングコラム・ブラ
ケット（車体外側）

B. インタラプタ用ワイヤハーネスを、ステ
アリングコラム用の車両外側ブラケット
に固定する（図 15）。

注注注 ブラケットに開いている穴にケーブル
タイを通してください。

6. 以下の要領でバッテリーを接続する：

A. バッテリーケーブル（プラス）をバッテ
リーに接続する（図 11）。

B. バッテリーカバーを握り込んで、タブを
バッテリーベースに合わせ、力をゆるめ
るとカバーがセットされる（図 10）。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルル・・・イイインンンタタタラララプププトトト・・・
キキキッッットトトをををテテテススストトトををを行行行ううう

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

1. 車両のハンドルを左一杯まで回す。

2. 車両の右前コーナー部をジャッキアップする。

G022052

図図図 161616

1. 車体前部のジャッキアップ・ポイント

3. 機体をジャッキスタンドで支える。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススとととスススイイイッッッチチチのののテテテススストトトををを行行行ううう

注注注 この試験（ハーネスとスイッチ）は、2人で行っ
てください。

1. 以下の要領で、デファレンシャル試験の準備
を行う：

A. デファレンシャル用ハーネスの2ピン・コ
ネクタから、車両用ハーネスの2ソケッ
ト・コネクタを外す（図 17）。

図図図 171717

1. 2ピン・コネクタ（デファレン
シャル用ハーネス）

2. 2ソケットコネクタ（車両用
ハーネス）

B. キースイッチにキーを差し込んで ON 位
置に回す。
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重重重要要要 エエエンンンジジジンンンははは始始始動動動さささせせせななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

C. テスターをDC電圧計モード（12ボルトを
測定できるレンジ）にセットする。

D. 車両用ワイヤハーネスの2ソケット・コ
ネクタに、テスターの針を差し込む（図
17）。

注注注 テスターの読みが11.5 - 14 V の範囲
にあれば正常である。

2. 以下の手順でクラッチ回路の動作をテストす
る：

A. クラッチペダルを一杯に踏み込む（図
18）。

注注注 テスターの読みが 0 V であれば正常
である。

図図図 181818

1. クラッチペダル 4. クラッチを離した状態（11.5
- 14 V）

2. ブレーキペダル 5. ブレーキを踏み込んだ状態
（0 V）

3. クラッチを踏み込んだ状態
（0 V）

6. ブレーキを離した状態（11.5
- 14 V）

B. クラッチペダルから足を離す（図 18）。

注注注 テスターの読みが11.5 - 14 V の範囲
にあれば正常である。

3. 以下の手順でブレーキ回路の動作をテストす
る：

A. ブレーキペダルを踏み込む（図 18）。

注注注 テスターの読みが 0 V であれば正常
である。

B. ブレーキペダルから足を離す（図 18）。

注注注 テスターの読みが11.5 - 14 V の範囲
にあれば正常である。

4. キーを OFF 位置にして抜き取る。

5. デファレンシャル用ハーネスの2ピン・コネク
タに、車両用ハーネスの2ソケット・コネクタ
を接続する（図 17）。

6. 機体の右前コーナー部を持ち上げてジャッキ
スタンドを取り外し、マシンを床に下ろす。

フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. フードの底部を、バンパーの上部に合わせる

（図 1）。

2. ライトを接続する。

3. 上側の取り付けタブをフレームの穴に差し込
む（図 1）。

4. バンパーのポケットに、下側の取り付け用タ
ブを差し込む（図 1）。

5. フードが上下左右の溝にしっかりはまってい
ることを確認する（図 1）。
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	? キット取り付けの準備
	? フードを外す
	? クラッチスイッチを取り付ける
	? ブレーキスイッチを交換する
	? インタラプタのワイヤハーネスを取付ける
	? デファレンシャル・インタラプト・キットをテストを行う
	? フードを取り付ける



